
 

                               2021年８月 12日 

 各  位 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 12月期第２四半期業績予想と実績との差異 

及び 2021年 12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

2021 年２月 12 日付で公表した 2021 年 12 月期第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異が生じ

ましたので、その内容をお知らせいたします。また、通期業績予想を修正いたしましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2021年 12月期第２四半期累計期間（2021年１月１日～2021年６月 30日） 

の業績予想との差異 

（１）連結 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 2,430 80 81 33 8円 32銭 

実 績 値（Ｂ） 2,618 180 188 113 28円 38銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 188 100 107 80 － 

増 減 率（％） 7.8 125.0 132.3 244.2 － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（2020 年 12 月期第 2 四半期） 
2,321 28 19 △72 △18円 15銭 

 

（２）個別 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 2,050 71 70 27 6円 81銭 

実 績 値（Ｂ） 2,278 180 184 112 28円 02銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 228 109 114 85 － 

増 減 率（％） 11.1 153.8 163.5 315.3 － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（2020 年 12 月期第 2 四半期） 
1,998 69 66 △39 △9円 94銭 

 

（３）第２四半期業績予想値との差異の理由 

  当第２四半期連結累計期間において、共同ピーアール個別業績が官公庁関連クライアントや外資

系ＩＴ・情報通信・テクノロジー関連クライアント等想定以上の受注を獲得したことにより、売上

高及び売上総利益が増加いたしました。また、販管費は、本社移転に伴う一時的費用として消耗品

費、地代家賃等の管理費の増加要因がありましたが、計画通りの計上となり、売上及び利益ともに

予想を大幅に上回る結果となりました。連結業績においては、子会社のマンハッタンピープルがコ
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ロナによる映画放映の一部延期等が発生したため、計画を下回りましたが、共同ピーアール個別業

績が計画以上に推移したため、売上及び利益ともに予想を大幅に上回る結果となりました。 

 

 

２．2021年 12月期通期（2021年１月１日～2021年 12月 31日）の業績予想の修正 

 

（１）連結 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 5,150 200 200 107 26円 97銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 5,250 200 200 120 29円 98銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 100 0 0 13   － 

増 減 率（％） 1.9 0.0 0.0 12.1 － 

（ ご 参 考 ） 前 年 実 績 

（ 2 0 2 0 年 1 2 月 期 ） 
4,990 156 151 12 3円 19銭 

 

（２）個別 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 4,350 135 134 66 16円 64銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 4,500 200 200 120 29円 98銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 150 65 66 54   － 

増 減 率（％） 3.4 48.1 49.3 81.8 － 

（ ご 参 考 ） 前 年 実 績 

（ 2 0 2 0 年 1 2 月 期 ） 
4,247 130 124 △3 △0円 87銭 

 

（３）通期業績予想の修正の理由 

  2021年12月期通期連結業績及び単体業績につきましては、第２四半期累計期間において、共同ピ

ーアール単体の業績が計画を上回ったこと及び、共和ピー・アール及びマンハッタンピープルの子

会社の第２四半期累計期間の結果を踏まえ通期計画を見直ししたこと並びに、今後のコロナ禍の影

響を鑑みて、前回公表の業績予想を修正いたしました。 

  以上により、2021年12月期通期単体業績については、売上高は前回予想比150百万円増の4,500百

万円となる見込みです。営業利益は同65百万円増の200百万円、経常利益は同66百万円増の200百万

円、親会社株主に帰属する当期純利益は54百万円増の120百万円を見込んでおります。また、2021年

12月期通期単体業績については、売上高は前回予想比100百万円増の5,250百万円となる見込みで

す。会社株主に帰属する当期純利益は13百万円増の120百万円を見込んでおります。 

 

 

 
■ 見通しに関する注意事項 

業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、

実際の業績は予想と大幅に異なる場合があります。 

 

 

 

以上 


